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ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

〔
第
121
回
〕　
千
せ
ん
だ
い
じ
ょ
う
あ
と

代
城
跡
　
そ
の
ニ
～
海
の
武
士
・
白
井
氏
～

　
正
徳
2
年(
１
７
１
２)

『
安

芸
郡
府
中
村
寺
社
堂
古こ

せ
き
ち
ょ
う

跡
帖
』
に

は
、「
千
代
城
主
、
白
井
備び

っ
ち
ゅ
う
中
　

大
内
殿
よ
り
置
か
れ
候
の
由
、
知

行
高
知
れ
ず
」
と
あ
る
。
ま
た
文

化
12
年(

１
８
１
５)

『
国
郡
志

下
調
べ
書
出
し
帖
』
で
は
、「
千

代
城
主
　
白
井
掃か

も

ん部
と
申
伝
候
」

と
あ
る
。

　
白
井
氏
は
室
町
時
代
の
始
め
こ

ろ
に
下し

も
ふ
さ
こ
く

総
国
白
井
荘
か
ら
西せ
い
せ
ん遷
し

た
東
国
武
士
で
あ
る
が
、
府
中
の

出
張
城
（
国
府
城
）
を
本
拠
と

し
て
次
第
に
勢
力
を
持
ち
、
備

中
守
と
称
し
、
安
南
郡
（
安
芸
郡

の
近
世
初
期
ま
で
の
呼
称
）
の

有
力
な
国
人
領
主
へ
と
成
長
し

た
。
そ
し
て
、
別
の
一
族
の
白
井

越え
っ
ち
ゅ
う
の
か
み

中
守
を
仁
保
城
（
広
島
市
南

区
黄
金
山
）
に
配
置
し
た
。
こ
の

越
中
守
が
白
井
庶し

ょ
け家
の
義よ
し
た
ね胤
と
推

定
さ
れ
る
の
は
、『
知
新
集
』
渡

部
源
左
衛
門
社
家
系
図
に
「
白
井

越
中
守
に
従
い
、当
国
に
来
た
り
、

安
芸
郡
仁
保
島
に
住
す
」と
あ
る
。

一
方
、
千
代
城
主
も
備
中
守
を
名

乗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
白
井

惣そ
う
り
ょ
う
け

領
家
の
有
力
者
を
充
て
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
当
時
の
府
中
の
海
岸

線
は
広
島
湾
が
深
く
入
り
込
ん
で

い
る
た
め
、
出で

は
り張
城
よ
り
も
海
岸

近
く
位
置
す
る
千
代
山
に
城
を
築

き
、
ま
た
、
島と

う
し
ょ嶼
部
の
仁
保
城
に

進
出
す
る
こ
と
は
、
内
海
交
通
の

一
端
を
管
轄
す
る
た
め
に
戦
略
上

必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
白

井
氏
は
こ
の
後
す
ぐ
に
武
田
氏
の

水
軍
（
警け

ご
し
ゅ
う

固
衆
）
と
な
っ
て
い
る

か
ら
、
そ
れ
以
前
か
ら
内
海
水
運

に
深
く
関
わ
る
海
の
武
士
の
道
を

歩
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
十
五
世
紀
に
な
る

と
、
国
内
遠
隔
地
交
易
、

中
国
の
明
と
の
海
外
貿

易
の
展
開
な
ど
瀬
戸
内

海
水
運
の
重
要
性
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
。

　
文
安
2
年(

１
４
４
５)

に
は
白
井
氏
は
、
安
芸

国
分
郡
守
護
の
武
田
氏

の
被
官
と
な
っ
て
い
る
。

武
田
氏
は
太
田
川
西
岸

に
そ
び
え
る
武
田
山
の

頂
部
に
あ
る
金

か
な
や
ま
じ
ょ
う

山
城
を

本
拠
地
と
し
て
佐
東
川（
太
田
川
）

下
流
域
を
勢
力
下
に
置
き
、
そ
こ

が
政
治
・
経
済
・
交
通
の
中
心
地

に
な
る
に
つ
れ
て
、
瀬
戸
内
海
交

易
が
次
第
に
活
発
化
し
、
商
品
流

通
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
て
、
運

送
手
段
の
確
保
・
操
船
術
・
潮
の

流
れ
の
知
識
等
に
長
け
た
武
士
た

ち
を
家
臣
団
（
水
軍
）
に
積
極
的

に
組
み
入
れ
た
。
佐
東
川
下
流
域

の
香
川
氏
や
福
島
氏
な
ど
の
、
い

わ
ゆ
る
「
川か

わ

の
内
う
ち
し
ゅ
う
衆
」
が
そ
れ
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
白
井
氏
は
武
田

氏
の
水
軍
の
有
力
武
将
と
し
て
頭

角
を
現
し
て
く
る
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田
　
禎
昭仁保城跡

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

府中町環境センター ( 八幡四丁目 1–1)　☎ 286ｰ3266

正しいごみ出しにご協力を環境センター
からのおしらせ

午前８時３０分までに
　　　ごみステーションに出してください。

12/30
（月）

普通ごみ【月・木曜日地区】

有価物の収集は行いません

12/31
（火）

普通ごみ【火・金曜日地区】

有価物の収集は行いません

1/13
（月 / 祝）

普通ごみ【月・木曜日地区】

有価物【月曜日地区】
　（新聞・雑誌、ダンボール、
　 衣類、ビン・缶・金属類）

ごみの 特 別 収 集

※�環境センターへの持ち込みは受け付けていません。
※12月30日㈪・31日㈫の有価物収集は行いません。

　年始は、１月６日㈪から平常ど
おり業務を開始します。たいへ
ん込み合いますので、時期をず
らすなどご 協 力お願 いしま
す。また、ごみステーションに出
す要領で分別のうえ、持ち込ん
でください。
　受付時間【時間厳守】
　　　月〜金曜日
　　　　　（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　午前９時〜１１時３０分、
　　　　　　午後１時〜３時３０分

　再資源化のため、有価物は品目別
に　新聞・雑誌　ダンボール　衣類　
ビン・缶・金属類　の順に収集してい
ます。すでに収集が終わっている品
目は、後から出さないでください。み
なさんのご協力が必要です。

　剪 定した枝は 50 ㎝ 以 下に切り、
30 ㎝以下に束ね、小さな枝、草や葉
は中身の見える袋に入れて環境セン
ターに自己搬入してください。（3束・
3袋以上）少量の場合（2束・2袋まで）
は、普通ごみです。

環境センターへの
ごみの持ち込み受け付け

有価物の収集

庭木を剪定したら




